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社会ｲﾝﾌﾗの点検高度化に向けた構造融合型点検装置についての研究開発 

土木研究所は国土交通省の研究公募である「橋梁及びﾄﾝﾈﾙに係る次世代ｲﾝﾌﾗ点検ｼｽﾃﾑの研

究開発」に応募し、採択を受けました。本公募は、SIP「ｲﾝﾌﾗ維持管理・更新・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ技術」

の研究開発項目「（4）ﾛﾎﾞｯﾄ技術の研究開発」によるものです。 

本公募は、橋梁及びﾄﾝﾈﾙの点検の高度化として、施設の構造上、橋梁においては高い桁高

の桁間や支承部等の狭隘部等、ﾄﾝﾈﾙにおいては道路附属物の周辺等、近接目視あるいは打音

検査による十分な点検が実施できない箇所の点検を適切に実施するため、点検対象施設の構

造の見直しとともに、その構造に適合した点検機器も含めた点検手法を見直し、これら全体

の新たな点検ｼｽﾃﾑを確立することを目的としております。 

 土木研究所が採択を受けた課題は「社会ｲﾝﾌﾗ点検高度化に向けたｲﾝﾌﾗ構造及び点検装置に

向けての研究開発」であり、一般財団法人橋梁調査会ならびに一般社団法人日本建設機械施

工協会と共同で提案しました。これは、社会ｲﾝﾌﾗ（橋梁・ﾄﾝﾈﾙ）を安全に、効率的かつ経済

的に点検することを目的とし、点検作業に適したｲﾝﾌﾗの構造検討を行うとともに、作業の自

動化をより進めるためのﾛﾎﾞｯﾄ等の装置をより効果的に導入するための構造物設計等の配慮

事項を明確化することにより、ｲﾝﾌﾗ・ﾛﾎﾞｯﾄ・人が協調した最適な点検方法及び装置を提案す

るものです。当該課題を達成する上で、既存構造物と新設構造物で開発目標を変えることが

ﾎﾟｲﾝﾄとなります。特に既存構造物においては、ｲﾝﾌﾗの健全性を損なうことなく、効果的なﾛ

ﾎﾞｯﾄ活用の支援方法を検討していく必要があります。

ｲﾝﾌﾗ点検分野におけるﾛﾎﾞｯﾄ開発では、ﾛﾎﾞｯﾄの機能による課題解決の傾向が強く､このよう

なｲﾝﾌﾗ・ﾛﾎﾞｯﾄ・人が協調した課題解決についてはほとんど例がありません。土木研究所は本

課題を通じて、効果的・低ｺｽﾄの点検ﾛﾎﾞｯﾄを実現するための環境を早期に整備し、利用者が

安全・安心に利用できる健全な社会ｲﾝﾌﾗを提供していくために必要な技術開発を推進します。 

図-1 研究開発ｲﾒｰｼﾞ（橋梁を対象） 




